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子ども見学デーにおける取組
バリアフリーって何だろう？～体験してみよう！バリアフリー教室～
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子どもたちが広く社会を知る体験活動の機会を設けるとともに、行政の仕事に関心を持ってもらい理解を深め
てもらうことを目的として2016年度より開催。昨年度は、8月1日（木）に開催。 （今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止）

沖縄総合事務局においては、ノンステップバスを利用したバリアフリー体験（車いす、視覚障害、高齢者疑似体
験）を通してバリアフリーについての理解を深めてもらうため、「バリアフリー教室」を開催。

子ども見学デーとは

≪参考≫昨年度のバリアフリー教室（143名の小人が参加※子ども見学デー全体では713人の小人が参加）
体験風景
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バリアフリー教室の開催（令和元年度）
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沖縄総合事務局では、高齢者、障害者の疑似体験や介助体験などを通じてバリアフリーについての理解を深
めてもらうとともに、ボランティア意識を醸成し、誰もが高齢者、視覚障がい者等に対し「お手伝いしましょう」とごく
自然に声をかけてサポートできる「心のバリアフリー」を目指し、2001年度以降毎年バリアフリー教室を開催。

去年度は、昨年のバリアフリー法の一部改正により、公共交通事業者等によるハード・ソフト一体的な取組の推
進等が新たに規定されたことを踏まえて、バス事業者の職員を対象とした教室を開催するとともに、2018年10
月にオープンした那覇バスターミナルについて、検証調査を実施。

参加者
1. バス事業者の職員※
2. 障害者

内容

1. バリアフリー教室
①座学
バス事業者の職員を対象とした接遇等に係る講義を実施
②実体験（車いす、アイマスク、高齢者疑似体験）
２．検証調査
障害者等が円滑にバスターミナルにアクセスできるか、バス
ターミナル内を移動・利用できるか、円滑にバスに乗降するこ
とができるか等を調査・検証
→乗り継ぎに関して、駐車場からターミナルビル館内エレベー
ターまでの通路には点字ブロック、案内板が少ない 等

→設備に関して、案内所の窓口カウンターが高く、車いす利用
者や高齢者が利用しづらい 等

※バリアフリー法の改正により、過去3年度の平均輸送人員が1,000万人以上である公共交通
事業者については、ハード・ソフト計画の作成・公表が義務付け（沖縄では、沖縄都市モノレール
と琉球バス交通、那覇バスが対象）

≪概要≫



バリアフリー教室の開催（令和２年度）
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今年度は、久米商船(株)の新造船「フェリー海邦」において10月以降に実施予定。

参加者
1. 一般旅客定期航路事業者の職員等
2. 障害者等

内容案

バリアフリー教室
１．座学
一般旅客定期航路事業者の職員等を対象と
した接遇等に係る講義を実施
２．実体験（車いす、アイマスク、高齢者疑似体験）

≪概要≫ ≪フェリー海邦≫

≪（参考）「平成30年度バリアフリー教室inとかしき」の様子≫



6

• 沖縄総合事務局子ども見学デーにおける取組
• バリアフリー教室の開催
• UDタクシーに関する講習会
• バリアフリー基本構想セミナー
• 沖縄総合事務局バリアフリー化推進功労者表彰



UDタクシーに関する講習会
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令和元年11月30日にDPI日本会議が実施した全国一斉UDタクシー乗車運動アンケートにおいて宮古島市にて
乗車拒否が確認されたことを受け、沖縄総合事務局運輸部室及びハイタク協会との共催により講習会を開催。

参加者

１．ハイタク協会宮古支部所属の経営者
運行管理者、乗務員20名

２．ハイタク協会事務局長
ハイタク協会宮古支部長

３．自立生活センターまんた
４．沖縄トヨタ自動車(株)
５．宮古島市都市計画課
６．沖縄総合事務局

内容

１．座学
２．実技
（車いす及び電動車いす利用者の
協力のもと、UDタクシー（JPNタク
シー）3．台にて乗降体験）

３．意見交換

≪概要≫ ≪（講習会の様子≫
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バリアフリー基本構想セミナー
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バリアフリーについての関心、理解を増進するとともに、那覇市の取組を広く知ってもらうことを目的に開催。

開催日 令和２年２月３日

参加者 那覇市民他一般の方

内容

１．講演
①「那覇市バリアフリー基本構想（案）に関する説明」
②「共生社会のためのバリアフリー」

２．疑似体験

≪概要≫

≪那覇市バリアフリー基本構想（案）説明資料の一部≫

≪セミナーの様子≫
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沖縄総合事務局バリアフリー化推進功労者表彰（第２回）
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沖縄総合事務局において、国土交通分野におけるバリアフリー化の推進に多大な貢献が認められた個人又は団
体の優れた取組を広く普及させ奨励することを目的として「局長表彰制度」を制定、県内の優れた取組を表彰。
表彰式は令和２年８月１２日実施。

受賞者 （株）パームロイヤル

取組

【ハード面】
・LGBTに配慮した多目的トイレの設置

【ソフト面】
・同性パートナー向けハネムーンプランの造成
・LGBTに関する社内研修の実施
・LGBTの方を採用した際により働きやすい環境にするため
の配慮
・日本初LGBT支援チャーターフライト運航の提案の実現
・LGBTフレンドリーホテルとしての宿泊受入れ
・「逃げるバリアフリー」としてホテル営業中に夜間消防訓
練を全国で初めて実施
・（一社）アレルギー対応サポートデスク沖縄にて施設研修
制度の創設に尽力
・OCVBのバリアフリーワーキング委員会において、LGBT、食
物アレルギー、施設のバリアフリー化に対し多様な方々を
受け入れるよう沖縄県に提言書を提出

≪概要≫

LGBTに配慮した多目的トイレの表示

LGBTフレンドリーホテルとしての宿泊受入れ

LGBT支援
チャーターフライト

夜間消防訓練
（逃げるバリアフリー）



沖縄総合事務局バリアフリー化推進功労者表彰（第２回）
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受賞者 沖縄都市モノレール（株）

取組

【ハード面】
・モノレールの車両とホームドア間の隙間を
極力少なくし、乗り降りする際の段差を解消
・延長区間駅のホームドア開口部の広さを、
多客対応を考慮し既存駅1600mmから
1900mmに拡張
・各駅の券売機等の案内を多言語化、各
施設のキャッシュレス化、トイレの洋式化

【ソフト面】
・特定の駅には外国人窓口対応者を配置
するなど、海外利用者の利便性の向上

≪概要≫

多言語対応券売機

1900ｍｍ

ホームドア開口部拡張

トイレの洋式化 外国人対応窓口

段差解消


